
琉球大学学術リポジトリ

詠み歌琉歌の基礎的研究　『琉球新報』『沖縄毎日
新聞』に掲載された大正期の琉歌

言語: 

出版者: 前城淳子

公開日: 2009-06-12

キーワード (Ja): 琉歌, 詠み歌, データベース,

データベース化, 節組琉歌集

キーワード (En): 

作成者: 前城, 淳子, Maeshiro, junko

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/10907URL



詠み歌琉歌の基礎的研究
『琉球新報』『沖縄毎日新聞』に掲載された大正期の琉歌

《<若手研究（Ｂ））》平成14～16年度科学研究費補助金

研究成果報告書

平成17年３月

研究代表者前城淳子

Ｉ琉球大学法文学部〃



ダフ7,7

／し〈ﾉバ八

iiI園
２０。

”
本
編
は
、
現
存
す
る
沖
縄
の
大
正
期
の
新
聞
『
琉
球
新
報
』
大
正
元
年
～
大

正
七
年
、
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
大
正
元
年
～
大
正
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。

仲
程
昌
徳
は
「
明
治
琉
歌
概
説
」
「
近
代
琉
歌
の
基
礎
的
研
究
』
一
九
九
九

年
勉
誠
出
版
）
の
な
か
で
明
治
末
期
の
琉
歌
壇
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

明
治
末
期
、
｜
見
、
琉
歌
の
時
代
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
状
況
を
現
出
さ

せ
た
。
そ
れ
は
、
一
方
で
新
聞
読
者
た
ち
の
、
読
者
欄
へ
の
琉
歌
投
稿
と
い

っ
た
一
種
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
何
よ
り
も
、
伝
統
的

な
表
現
に
対
す
る
危
機
が
、
旧
派
の
歌
人
た
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
こ
と
に
よ

っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
彼
等
の
歌
を
否
定
す
る
か
た
ち
で
、
琉
歌
の
革
新

を
唱
え
、
新
し
い
琉
歌
を
創
作
す
る
の
に
打
ち
込
ん
だ
作
者
た
ち
の
相
次
ぐ

登
場
が
、
な
お
一
層
琉
歌
壇
を
活
気
付
か
せ
た
の
も
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

前
者
に
は
、
も
は
や
時
代
を
元
に
戻
す
力
は
残
っ
て
な
か
っ
た
し
、
後
者
は
、

後
者
で
決
し
て
琉
歌
人
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
彼
等
の
中
に
、

真
に
方
言
表
現
の
み
に
命
を
か
け
た
の
が
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
旧
派
の
琉
歌
人
た
ち
が
、
和
歌
の
作
者
で
も
あ
っ
た
と
い

う
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
旧
派
の
琉
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
和
歌
は
、
教
養

の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
琉
歌
革
新
を
主
張
し

た
歌
人
た
ち
は
、
逆
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
と
っ
て
、
方
言
表
現
は
、
も
は
や

は
し
が
き

Ｉ

で
は
大
正
期
の
琉
歌
壇
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
時
代
は
短
歌
や
詩
、
小

説
な
ど
の
新
し
い
表
現
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
大
正
期
に
入
る
と
一
層
そ
の
傾

向
が
顕
著
に
な
り
、
明
治
末
期
に
登
場
し
た
新
派
琉
歌
は
大
正
期
に
は
い
る
と

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
一
方
で
旧
派
は
引
き
続
き
活
動
し
て
い
る
も
の

の
、
か
っ
て
の
盛
り
上
が
り
は
見
ら
れ
ず
、
大
正
二
年
に
は
奥
武
山
歌
会
、
垣

花
琉
歌
会
、
燕
居
会
と
い
っ
た
明
治
期
か
ら
続
い
た
結
社
が
次
々
と
姿
を
消
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
に
新
た
に
登
場
す
る
琉
歌
研
究
会
、
三
六
会
な
ど
の

結
社
も
、
長
く
続
く
こ
と
は
な
く
一
一
、
三
年
で
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
琉
歌
会

に
参
加
す
る
者
の
高
齢
化
や
世
代
交
代
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
結
社
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
正
に
な
っ
て
初
め
て

登
場
す
る
結
社
が
琉
歌
会
で
は
な
く
琉
歌
研
究
会
と
い
う
名
称
で
あ
る
の
も
、

琉
歌
会
の
質
の
変
化
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
末
期
、
琉
歌
は
隆
盛
期
を
迎
え
、
そ
し
て
衰
退
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

大
正
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
は
明
治
期
の
隆
盛
の
名
残
と
い
っ
て
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
正
期
の
琉
歌
を
切
り
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
だ
ろ
う
。
明
治
期
の
琉
歌
と
同
様
、
大
正
期
の
琉
歌
は
詠
み
歌
琉
歌
の
資
料

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
標
準
語
表
現
へ
と
傾
い
て
い
く
中
で
詠
ま
れ
続
け
た
琉

歌
が
時
代
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

も
重
要
で
あ
る
。
琉
歌
と
い
う
表
現
形
式
で
何
を
表
現
し
え
た
か
、
具
体
的
な

過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
し
、
彼
等
は
、
共
通
語
表
現
を
、
何
が
何

で
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
代
は
、
大
き
く
方
一
一
一
一
百
表
現
か
ら

共
通
語
表
現
の
時
代
へ
と
変
転
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。



作
品
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

琉
球
文
学
ゼ
ミ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
一
九
九
四
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
一
九
九
五
年
か
ら
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
、

岡
本
恵
徳
先
生
を
研
究
代
表
者
に
し
た
「
近
代
沖
縄
の
文
学
資
料
の
収
集
・
研

究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」
の
共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明

治
・
大
正
期
の
和
歌
、
短
歌
、
俳
句
、
漢
詩
、
琉
歌
、
詩
、
小
説
な
ど
の
収
集

と
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
と

し
て
発
行
さ
れ
た
の
が
『
近
代
琉
歌
の
基
礎
的
研
究
』
二
九
九
九
年
仲
程
昌

徳
前
城
淳
子
共
編
勉
誠
出
版
）
で
あ
る
。
本
編
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を

ふ
ま
え
、
大
正
期
の
琉
歌
の
集
成
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
前
著
同
様
、
岡
本

恵
徳
先
生
を
は
じ
め
、
仲
程
昌
徳
先
生
、
玉
城
政
美
先
生
な
ど
多
く
の
方
の
ご

助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
琉
球
文
学
ゼ
ミ
、
沖
縄
近
代
文
学
ゼ
ミ
の
学
生
に

は
琉
歌
の
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。

（
若
手
研
究
（
Ｂ
）
）
の
助
成

究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

な
お
本
編
は
平
成
十
四
年
度
～
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

若
手
研
究
（
Ｂ
ど
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
「
詠
み
歌
琉
歌
の
基
礎
的
研

一
一
○
○
五
年
三
月

前
城
淳
子

Ｉ
益
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